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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの心拍数情報に基づいて心拍数の累積した和を示す累積心拍数を決定するステッ
プと、
　前記累積心拍数に基づいて前記ユーザにより実行された運動を分析するステップと、
　前記分析の結果を前記ユーザに提供するステップとを有し、
　前記累積心拍数は、前記運動を開始した時点から実際測定された心拍数に基づいて決定
された第１累積心拍数、及び定常状態における心拍数に基づいて決定された第２累積心拍
数を含み、
　前記運動を分析するステップは、前記第２累積心拍数と前記第１累積心拍数との間の差
に基づいて、前記運動が実行された時間区間で無酸素性代謝が用いられた比率を決定する
ステップを含むことを特徴とする運動管理方法。
【請求項２】
　前記運動を分析するステップは、前記累積心拍数に基づいて分析された前記運動の分析
結果が予め設定された運動目標を達成したか否かを判断するステップを含み、
　前記運動目標は、運動時間、運動強度、及び運動量の内の少なくとも１つを含むことを
特徴とする請求項１に記載の運動管理方法。
【請求項３】
　前記累積心拍数を決定するステップは、前記運動を開始した時点から前記ユーザの心拍
数を継続的に累積して前記第１累積心拍数を決定するステップを含むことを特徴とする請
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求項１に記載の運動管理方法。
【請求項４】
　前記累積心拍数を決定するステップは、定常状態区間における平均心拍数と前記運動の
運動時間に基づいて前記第２累積心拍数を決定するステップを含むことを特徴とする請求
項１又は３のいずれか一項に記載の運動管理方法。
【請求項５】
　前記運動を分析するステップは、前記ユーザに対する目標累積心拍数を決定するステッ
プと、
　前記第２累積心拍数に基づいて前記運動の分析結果を決定するステップと、を含むこと
を特徴とする請求項１、３、４のいずれか一項に記載の運動管理方法。
【請求項６】
　前記目標累積心拍数を決定するステップは、前記ユーザに対する目標心拍数及び前記運
動の運動時間に基づいて前記目標累積心拍数を決定することを特徴とする請求項５に記載
の運動管理方法。
【請求項７】
　前記運動を分析するステップは、前記第１累積心拍数に基づいて前記ユーザにより実行
された運動量を決定するステップを含むことを特徴とする請求項１、３、６のいずれか一
項に記載の運動管理方法。
【請求項８】
　前記累積心拍数を決定するステップは、心拍数の変化に基づいて全体運動期間（時間）
を複数の運動期間に区分し、それぞれの運動期間で前記第１累積心拍数及び前記第２累積
心拍数を決定するステップを含み、
　前記運動を分析するステップは、前記それぞれの運動期間で決定された第１累積心拍数
及び第２累積心拍数に基づいて前記運動を分析することを特徴とする請求項１、３乃至７
のいずれか一項に記載の運動管理方法。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の運動管理方法を装置が実行するためのプログラ
ムが記録されたことを特徴とするコンピュータ読出可能記録媒体。
【請求項１０】
　ユーザの体から心拍数の変化を測定し、測定された心拍数情報を運動管理部に送信する
心拍数測定部と、
　前記心拍数情報に基づいて心拍数の累積した和を示す累積心拍数を決定し、決定された
累積心拍数に基づいてユーザによって行われる運動特性を分析する前記運動管理部と、
　前記運動を分析した分析結果を表示するディスプレイ部とを有し、
　前記運動管理部は、ユーザが運動を開始して心拍数が増加し始まる時点から測定される
心拍数を継続的に累積して第１累積心拍数を決定し、定常状態区間における平均心拍数と
運動の実行時間に基づいて第２累積心拍数を決定し、
　前記第２累積心拍数と前記第１累積心拍数との間の差に基づいて、前記運動が実行され
た時間区間で無酸素性代謝が用いられた比率を決定することを特徴とする運動管理装置。
【請求項１１】
　前記運動管理部は、前記ユーザの心拍数変化又は前記運動の実行時間からの経過時間が
予め設定された条件を満たす場合、前記心拍数が前記定常状態に達したと判断することを
特徴とする請求項１０に記載の運動管理装置。
【請求項１２】
　前記運動管理部は、決定された定常状態以後の前記第２累積心拍数と前記ユーザに対す
る定常状態以後の目標累積心拍数に基づいて前記運動に対する分析結果を決定することを
特徴とする請求項１０又は１１に記載の運動管理装置。
【請求項１３】
　ユーザの体から測定された心拍数情報を受信するインタフェース部と、
　前記心拍数情報に基づいて心拍数の累積した和を示す累積心拍数を決定し、前記累積心
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拍数に基づいて前記ユーザにより実行された運動を分析する運動管理部とを有し、
　前記累積心拍数は、前記運動を開始した時点から実際測定された心拍数に基づいて決定
された第１累積心拍数、及び定常状態における心拍数に基づいて決定された第２累積心拍
数を含み、
　前記運動管理部は、前記第２累積心拍数と前記第１累積心拍数との間の差に基づいて、
前記運動が実行された時間区間で無酸素性代謝が用いられた比率を決定することを特徴と
する運動管理装置。
【請求項１４】
　前記運動管理部は、前記第１累積心拍数に基づいて前記ユーザにより実行された運動量
を決定することを特徴とする請求項１３に記載の運動管理装置。
【請求項１５】
　前記運動管理部は、前記ユーザに対する定常状態以後の目標累積心拍数と前記定常状態
以後の第２累積心拍数に基づいて前記運動の分析結果を決定することを特徴とする請求項
１３又は１４に記載の運動管理装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザにより実行された運動特性を分析又は評価する技術に関し、特に、ユ
ーザの累積心拍数情報を用いて総運動量及び有／無酸素性運動間の比率を定量的に算出す
ることのできる運動管理方法及び運動管理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　運動処方（ｅｘｅｒｃｉｓｅ　ｐｒｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ）とは、例えば運動頻度、運
動強度、運動時間、及び運動タイプなどをユーザに提示して目標した運動効果を達成させ
るものである。
　運動量は、運動効果の達成に大きい影響を及ぼす要因であり、運動量を正確かつ定量的
に算出することは運動処方において極めて重要である。
　運動量は、運動強度と運動時間によって決定される。定量的に測定可能な運動時間とは
異なって、運動強度は測定できる指標が制限されている。
【０００３】
　一般に、運動強度は単位時間当りの酸素摂取量で示すことができるが、酸素摂取量を測
定するためには高価な装備及び専門的な分析が必要であるため、ユーザが手軽に測定する
ことは困難であるという問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記従来の運動管理方法における問題点に鑑みてなされたものであって、本発
明の目的は、ユーザの累積心拍数情報を用いて総運動量及び有酸素性運動と無酸素性運動
間の比率を定量的に算出することのできる運動管理方法及び運動管理装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するためになされた本発明による運動管理方法は、ユーザの心拍数情報
に基づいて心拍数の累積した和を示す累積心拍数を決定するステップと、前記累積心拍数
に基づいて前記ユーザにより実行された運動を分析するステップと、前記分析の結果を前
記ユーザに提供するステップとを有し、前記累積心拍数は、前記運動を開始した時点から
実際測定された心拍数に基づいて決定された第１累積心拍数、及び定常状態における心拍
数に基づいて決定された第２累積心拍数を含み、前記運動を分析するステップは、前記第
２累積心拍数と前記第１累積心拍数との間の差に基づいて、前記運動が実行された時間区
間で無酸素性代謝が用いられた比率を決定するステップを含むことを特徴とする。
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【０００６】
　前記運動を分析するステップは、前記累積心拍数に基づいて分析された前記運動の分析
結果が予め設定された運動目標を達成したか否かを判断するステップを含み、前記運動目
標は、運動時間、運動強度、及び運動量の内の少なくとも１つを含むことが好ましい。
　前記累積心拍数を決定するステップは、前記運動を開始した時点から前記ユーザの心拍
数を継続的に累積して前記第１累積心拍数を決定するステップを含むことが好ましい。
　前記累積心拍数を決定するステップは、定常状態区間における平均心拍数と前記運動の
運動時間に基づいて前記第２累積心拍数を決定するステップを含むことが好ましい。
　前記運動を分析するステップは、前記ユーザに対する目標累積心拍数を決定するステッ
プと、前記第２累積心拍数に基づいて前記運動の分析結果を決定するステップとを含むこ
とが好ましい。
　前記目標累積心拍数を決定するステップは、前記ユーザに対する目標心拍数及び前記運
動の運動時間に基づいて前記目標累積心拍数を決定することが好ましい。
　前記運動を分析するステップは、前記第１累積心拍数に基づいて前記ユーザにより実行
された運動量を決定するステップを含むことが好ましい。
　前記累積心拍数を決定するステップは、心拍数の変化に基づいて全体運動期間（時間）
を複数の運動期間に区分し、それぞれの運動期間で前記第１累積心拍数及び前記第２累積
心拍数を決定するステップを含み、前記運動を分析するステップは、前記それぞれの運動
期間で決定された第１累積心拍数及び第２累積心拍数に基づいて前記運動を分析すること
が好ましい。
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明による運動管理装置は、ユーザの体から心拍
数の変化を測定し、測定された心拍数情報を運動管理部に送信する心拍数測定部と、前記
心拍数情報に基づいて心拍数の累積した和を示す累積心拍数を決定し、決定された累積心
拍数に基づいてユーザによって行われる運動特性を分析する前記運動管理部と、前記運動
を分析した分析結果を表示するディスプレイ部とを有し、前記運動管理部は、ユーザが運
動を開始して心拍数が増加し始まる時点から測定される心拍数を継続的に累積して第１累
積心拍数を決定し、定常状態区間における平均心拍数と運動の実行時間に基づいて第２累
積心拍数を決定し、前記第２累積心拍数と前記第１累積心拍数との間の差に基づいて、前
記運動が実行された時間区間で無酸素性代謝が用いられた比率を決定することを特徴とす
る。
【０００８】
　前記運動管理部は、前記ユーザの心拍数変化又は前記運動の実行時間からの経過時間が
予め設定された条件を満たす場合、前記心拍数が前記定常状態に達したと判断することが
好ましい。
　前記運動管理部は、決定された定常状態以後の前記第２累積心拍数と前記ユーザに対す
る定常状態以後の目標累積心拍数に基づいて前記運動に対する分析結果を決定することが
好ましい。
【０００９】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明による運動管理装置は、ユーザの体か
ら測定された心拍数情報を受信するインタフェース部と、前記心拍数情報に基づいて心拍
数の累積した和を示す累積心拍数を決定し、前記累積心拍数に基づいて前記ユーザにより
実行された運動を分析する運動管理部とを有し、前記累積心拍数は、前記運動を開始した
時点から実際測定された心拍数に基づいて決定された第１累積心拍数、及び定常状態にお
ける心拍数に基づいて決定された第２累積心拍数を含み、前記運動管理部は、前記第２累
積心拍数と前記第１累積心拍数との間の差に基づいて、前記運動が実行された時間区間で
無酸素性代謝が用いられた比率を決定することを特徴とする。
【００１０】
　前記運動管理部は、前記第１累積心拍数に基づいて前記ユーザにより実行された運動量
を決定することが好ましい。
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　前記運動管理部は、前記ユーザに対する定常状態以後の目標累積心拍数と前記定常状態
以後の第２累積心拍数に基づいて前記運動の分析結果を決定することが好ましい。
 
 
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る運動管理方法及び運動管理装置によれば、ユーザの累積心拍数情報を用い
て総運動量、及び有酸素性運動／無酸素性運動間の比率を定量的に算出することができる
という効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態に係る運動管理装置の全体的な動作を説明するための図であ
る。
【図２】本発明の他の実施形態に係る運動管理装置の動作を説明するためのブロック図で
ある。
【図３】本発明の一実施形態に係る運動管理装置の細部構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の他の実施形態に係る運動管理装置の細部構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る運動管理装置がユーザの心拍数変化に基づいてユーザ
の運動を分析する一例を説明するためのグラフである。
【図６】本発明の一実施形態に係る運動管理装置が、ユーザが様々な強度の運動を行う場
合に、心拍数変化に基づいて運動を分析する動作を説明するためのグラフである。
【図７Ａ】本発明の一実施形態に係る運動管理装置によって決定された運動効果の分析、
評価結果を表示する一例を示す図である。
【図７Ｂ】本発明の一実施形態に係る運動管理装置によって決定された運動効果の分析、
評価結果を表示する一例を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る運動管理方法を説明するためのフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る運動管理方法及び運動管理装置を実施するための形態の具体例を図
面を参照しながら説明する。
【００１４】
　以下の特定な構造的ないし機能的説明は、単に実施形態を説明するための目的として例
示したものであり、実施形態の範囲が本文に説明された内容に限定されるものと解釈され
ることはない。
　関連の技術分野で通常の知識を有する者であれば、このような記載から様々な修正及び
変形が可能である。また、各図面に提示した同一の参照符号は同一の部材を示し、公知さ
れた機能及び構造は省略するようにした。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態に係る運動管理装置の全体的な動作を説明するための図で
ある。
　運動管理装置は、ユーザにより実行された運動を分析又は評価する。
　また、運動管理装置は、ユーザに運動目標を提示し、運動実行記録及び運動スケジュー
ルを管理する。
　運動管理装置は、運動の分析結果に基づいてユーザに対して設定された運動目標を調整
し、ユーザに最適な運動目標又は運動コースをガイドする。
【００１６】
　運動管理装置は、ユーザが運動を行う過程に現れる心拍数（ｈｅａｒｔ　ｒａｔｅ；Ｈ
Ｒ）情報に基づいてユーザによって実行された運動を分析する。
　心拍数情報は、運動管理装置に内蔵されたセンサ又はユーザの生体信号を測定する外部
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センサを用いて測定されるが、実施形態の範囲はこれに限定されることはない。
　運動管理装置は、運動に対する分析結果をユーザに提供し、分析結果に基づいてユーザ
に対する最適の運動目標又は運動コースを設定する。
　運動管理装置は、内蔵された１つ以上のプロセッサ及びメモリストレージを含み得る。
【００１７】
　目標とした運動効果を達成するためには、運動によって実行された運動量を正確に算出
することが重要である。
　運動量は、運動強度と運動時間に基づいて決定され、運動強度は心拍数に基づいて決定
されてもよい。
　一般に、運動強度が高いほど当該運動強度の運動を行うために必要な心拍数も増加する
特性がある。したがって、運動実行過程で検出される心拍数が高いということは、実行中
である運動の運動強度が高いことを示す。
　運動管理装置は、ユーザの体から測定された心拍数を用いて運動過程で実行された総運
動量を決定する。
　運動管理装置は、ユーザの心拍数情報に基づいて累積心拍数を決定し、累積心拍数に基
づいてユーザにより実行された運動を分析する。
　累積心拍数は、各時間ごとに実行された運動強度を反映した心拍数の累積した和を示す
。
【００１８】
　運動管理装置は、累積心拍数に基づいてユーザにより実行された総運動量のみならず、
様々な運動強度で実行された運動の運動量を決定し、運動量のデータを格納する。
　また、運動管理装置は、累積心拍数に基づいて運動実行過程で有酸素代謝（ａｅｒｏｂ
ｉｃ　ｍｅｔａｂｏｌｉｃ　ｓｙｓｔｅｍ）と無酸素代謝（ａｎａｅｒｏｂｉｃ　ｍｅｔ
ａｂｏｌｉｃ　ｓｙｓｔｅｍ）との間の利用比率を決定する。
　代謝は、運動過程で求められるエネルギーを生成するための連鎖的な化学反応の過程と
して、有酸素性代謝はエネルギーを生成するために酸素を必要とするが、無酸素性代謝は
酸素を必要としない。
【００１９】
　本発明の一実施形態では、運動管理装置は、ウェラブルデバイス１１０に内蔵されて動
作する。
　例えば、ウェラブルデバイス１１０は、時計又はブレスレットなどの形態を有する手首
着用のデバイスであってもよい。
　ユーザ１２０がウェラブルデバイス１１０を着用したまま運動する時、運動管理装置は
、ユーザ１２０の手首から測定される心拍数情報に基づいて、ユーザ１２０によって行わ
れる運動特性を分析する。
　心拍数情報は、ユーザと接触するウェラブルデバイス１１０の下端面に提供されたセン
サを用いて測定され得る。
【００２０】
　運動管理装置は、運動に対する分析結果をユーザ１２０に提供する。
　例えば、運動管理装置は、予め設定された運動目標情報及び現在の実行中である運動に
対する分析結果をウェラブルデバイス１１０等に表示する。
　また、運動管理装置は、オーディオ、振動、又はディスプレイの明るさ変化などにより
、ユーザ１２０に対し運動に関する特定条件が達成したことを示す。
　例えば、予め設定された目標運動時間に達したり、又は目標運動量を達成した場合、運
動管理装置は、スピーカを介して予め格納されたオーディオ信号を出力したり、振動を発
生したり、又はディスプレイの明るさを繰り返し変化させたりを行う。
　よって、ウェラブルデバイス１１０は、ディスプレイスクリーン、マイクロホン、スピ
ーカ、バイブレータ、又は他の入出力デバイスなどを含み得る。
【００２１】
　運動管理装置を含むウェラブルデバイス１１０は、端末装置１３０と連動し、相互間で



(7) JP 6637693 B2 2020.1.29

10

20

30

40

50

データを共有する。
　例えば、ユーザ１２０の手首で測定される心拍数信号又は運動に対する分析結果は、端
末装置１３０に送信される。
　また、端末装置１３０は、以前に実行された運動に対する運動記録データ又は運動目標
データを運動管理装置に送信してもよい。
　端末装置１３０は、運動管理装置から受信した運動に対する分析結果を格納し、運動コ
ンテンツによってユーザ１２０の運動記録データ及び運動目標データを管理する。
【００２２】
　他の実施形態では、運動管理装置は、端末装置１３０に内蔵されて動作してもよい。
　ウェラブルデバイス１１０は、ユーザ１２０の手首に着用され、手首からユーザ１２０
の心拍数信号を測定する。
　ウェラブルデバイス１１０は、測定された心拍数信号を増幅及びフィルタリングしたり
、アナログ信号の心拍数信号をデジタル信号に変換する。
　ウェラブルデバイス１１０は、デジタル信号の形態に変換された心拍数信号を端末装置
１３０に送信する。
　端末装置１３０に含まれた運動管理装置は、ウェラブルデバイス１１０から受信した心
拍数情報に基づいてユーザ１２０によって実行された運動特性を分析する。運動管理装置
は、分析結果を表示してそのデータを格納する。
　また、運動管理装置は、運動コンテンツによってユーザ１２０に対する運動記録データ
及び運動目標データを管理してもよい。
　運動管理装置が心拍数情報に基づいてユーザにより実行された運動を分析して評価する
過程は、下記でより詳しく説明する。
【００２３】
　図２は、本発明の他の実施形態に係る運動管理装置の動作を説明するためのブロック図
である。
　心拍数センシング装置２１０は、ユーザの体から心拍数信号を測定する。
　心拍数センシング装置２１０は、ユーザの心拍が現れる身体部位の電位信号をセンシン
グして心拍数信号を測定する。
　例えば、心拍数センシング装置２１０は、ユーザの胸、指先、手首、又は腕などからユ
ーザの心拍数信号を測定し得る。ユーザが運動する状態で測定された心拍数信号は、運動
管理装置２２０に伝えられる。
【００２４】
　運動管理装置２２０は、心拍数センシング装置２１０から受信した心拍数情報に基づい
て、ユーザにより実行された運動を分析又は評価する。
　運動管理装置２２０は、心拍数情報に基づいて心拍数の累積した和である累積心拍数を
決定し、累積心拍数を基準としてユーザの運動を分析する。
　運動管理装置２２０は、累積心拍数に基づいてユーザにより実行された総運動量、無酸
素性代謝と有酸素性代謝との間の利用比率、又は運動目標達成有無などを分析、評価する
。
　運動管理装置２２０に関する説明は、図３に示す運動管理装置３１０又は図４に示す運
動管理装置４１０にて後述する。
【００２５】
　運動特性の分析結果は、運動管理装置２２０と接続したインタフェース装置を介してユ
ーザに提供されたり、サーバ２３０に送信される。
　運動管理装置２２０は、運動の分析結果をインターネット、イントラネット、有線／無
線通信網、又は移動体通信網などを含むネットワークを介してサーバ２３０に送信する。
【００２６】
　サーバ２３０は、運動管理装置２２０からユーザの運動記録データ、運動分析データ、
又はユーザデータを受信する。
　運動記録データは、ユーザが以前に行った運動に関する記録情報を含み、運動分析デー
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タは、ユーザが以前に行った運動の分析結果の情報を含む。
　ユーザデータは、ユーザの性別、年齢、身長、及び体重などに関する情報を含み得る。
【００２７】
　サーバ２３０は、運動管理装置２２０から受信したデータを格納及び管理し、運動管理
装置２２０が要求したデータを運動管理装置２２０に送信してもよい。
　サーバ２３０は、運動コンテンツによってユーザの運動記録を管理し、ユーザに適切な
運動目標又は運動コースなどの運動ガイドを設定してもよい。
　サーバ２３０によって設定された運動ガイドは運動管理装置２２０に送信され、運動管
理装置２２０は運動ガイドに応じてユーザの運動をガイドする。
【００２８】
　図３は、本発明の一実施形態に係る運動管理装置の細部構成を示すブロック図である。
　図３を参照すると、運動管理装置３１０は、インタフェース部３２０、及び運動管理部
３３０を含む。
　運動管理部３３０の動作は１つ以上のプロセッサによって行われてもよい。
【００２９】
　インタフェース部３２０は、ユーザの体から測定された心拍数情報を受信する。
　インタフェース部３２０は、心拍数センシング装置（図示せず）から送信された心拍数
情報を受信し、受信した心拍数情報を運動管理部３３０に送信する。
　運動管理部３３０は、心拍数情報に基づいてユーザにより実行された運動特性を分析す
る。運動管理部３３０は、心拍数情報に基づいてユーザにより実行された運動の運動強度
を決定する。
　心拍数は、一般的に運動強度に比例して増加する特性があり、運動管理部３３０は、こ
のような特性に基づいてユーザにより実行された運動の運動強度を決定する。
【００３０】
　運動管理部３３０は、心拍数情報に基づいて心拍数の累積した和を示す累積心拍数を決
定し、決定された累積心拍数に基づいてユーザの運動を分析する。
　運動管理部３３０は、運動を開始した時点から実際に測定された心拍数に基づいて第１
累積心拍数を決定する。
　運動管理部３３０は、ユーザが運動を開始して心拍数が増加し始める時点から測定され
る心拍数を継続的に累積して第１累積心拍数を決定する。例えば、運動管理部３３０は、
運動開始時点から運動終了時点までの実際に測定された心拍数を合わせることで、第１累
積心拍数を決定できる。
【００３１】
　運動管理部３３０は、第１累積心拍数に基づいてユーザにより実行された運動量を決定
する。
　運動量は、運動強度と運動時間に基づいて決定され、運動強度は心拍数に基づいて決定
される。実際の心拍数の累積した和である第１累積心拍数の大きさは、実行された運動の
総運動量の大きさに対応する。
【００３２】
　運動管理部３３０は、定常状態における心拍数に基づいてユーザの運動区間における第
２累積心拍数を決定する。
　運動管理部３３０は、定常状態区間における平均心拍数と運動実行時間に基づいて第２
累積心拍数を決定する。
　例えば、運動管理部３３０は、定常状態区間における平均心拍数と総運動実行時間を乗
算した値を第２累積心拍数として決定してもよい。
　定常状態区間は、定常状態が表す時間区間を示す。
【００３３】
　運動管理部３３０は、心拍数情報に基づいて定常状態の心拍数を決定する。
　定常状態は、ユーザが運動を開始した後、ユーザの心拍数が順次増加してから、心拍数
が大きく変化することなく心拍数がほぼ一定に保持する状態である。
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　運動管理部３３０は、ユーザの心拍数変化又は運動の経過時間が予め設定された条件を
満たす場合に心拍数が定常状態に達したと決定する。
　例えば、運動管理部３３０は、運動が開始された後に心拍数の増加率が減少して増加率
が所定の範囲に含まれる場合、又は運動開始後に所定の時間が経過した時点で、ユーザの
心拍数が定常状態に達したと決定してもよい。
【００３４】
　運動管理部３３０は、第１累積心拍数と第２累積心拍数に基づいてユーザの運動過程で
有酸素性代謝と無酸素性代謝との間の利用比率を決定する。
　運動管理部３３０は、第２累積心拍数と第１累積心拍数との間の差に基づいて、ユーザ
が運動した運動区間で無酸素性代謝が用いられた比率を決定する。
　一方、第２累積心拍数から第２累積心拍数と第１累積心拍数との間の差を引いた値は、
有酸素性代謝が行われた運動量に対応する。
【００３５】
　運動時に酸素を用いてエネルギーを生産する有酸素性代謝が可能になるためには、運動
時に要求されるエネルギーを生産するレベルの酸素摂取が必要である。
　休息状態からユーザが運動を開始すると酸素摂取が順次増加し始めるが、ユーザは、酸
素需要量を充足させるほどの酸素量を直ちに摂取することができない。
　一般に、運動開始後の約５分以内に酸素需要量と酸素摂取量が同一になる定常状態に達
するが、このような定常状態から有酸素性代謝が可能である。
　定常状態に達する前を酸素不足状態と示し、酸素不足状態では無酸素性代謝によって運
動に必要なエネルギーが生成される。
【００３６】
　定常状態における心拍数に基づいて決定された第２累積心拍数は、有酸素性代謝／無酸
素性代謝が全て含まれて全体運動が行われたことを示す。
　一方、第１累積心拍数は、運動が開始された後に、実際に測定された心拍数が累積した
値であり、運動が開始された後も定常状態以前までの酸素不足状態を除いた有酸素性代謝
部分を含む。
　したがって、第２累積心拍数と第１累積心拍数との間の差は、有酸素性代謝によって運
動が行われず、無酸素性代謝によって運動が実行された部分を反映する。
【００３７】
　ユーザは、運動管理装置３１０から実行する運動に関する運動目標データを提供されて
もよい。
　例えば、ユーザには、どのようなタイプの運動を行うか、どの程の時間で運動を行うか
、行う運動の強度はどうか、又は運動時間の間に行う運動強度はどの程度であるかのよう
な運動目標が提供されてもよい。
　運動管理部３３０は、ユーザに対して設定された運動目標データに基づいて運動の実行
結果を分析、評価する。
　運動管理部３３０は、ユーザが運動する状態で測定された心拍数が目標心拍数に達した
か、又は運動過程で算出された累積心拍数が目標累積心拍数に達したか否かを判断する。
　目標累積心拍数は、目標心拍数による累積心拍数の要求量を示す。
【００３８】
　運動管理部３３０は、定常状態における心拍数に基づいた第２累積心拍数と目標累積心
拍数に基づいてユーザの運動を分析、評価し、評価結果を決定する。
　評価結果は、運動過程で実行された運動量が目標運動量をどれ程超過したか、又は達し
ていないかを表す運動実行超過（未達）率を含み得る。
　運動管理部３３０は、第２累積心拍数と目標累積心拍数との間の差を定常状態以後から
算出し、定常状態以後の第２累積心拍数と当該差との間の比率に基づいて運動実行超過（
未達）率を決定する。
【００３９】
　運動時にユーザが全体運動区間で一定の運動強度で運動する場合、心拍数は定常状態に
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達した後、大きく変化することなく一定に保持される。
　これとは反対に、ユーザは様々な強度の運動を複合的に行ってもよく、この場合に心拍
数は、運動強度が変わる時点で定常状態が崩れ、他の定常状態に達するまで増加又は減少
する。
　例えば、ユーザが時速８ｋｍの速度でランニングする途中、時速１０ｋｍの速度に運動
強度を増加した場合、ユーザの心拍数は定常状態にあるので時速１０ｋｍの速度でランニ
ングをする時点からは増加し始め、新しい定常状態に達する。
【００４０】
　累積心拍数は、一定の運動強度を有する運動だけではなく、上記のように様々な強度を
有する運動を分析又は評価するために用いられる。
　ユーザが様々な運動強度の運動を行う場合、運動管理部３３０は、定常状態における心
拍数に基づいて全体運動区間を各運動の強度に応じて複数の運動区間に区分し、区分した
各運動区間で第１累積心拍数又は第２累積心拍数を決定する。
　運動管理部３３０は、各運動区間における第１累積心拍数を合わせて全体運動区間にお
ける第１累積心拍数を決定するか、又は運動開始時点から実際に測定された心拍数を続け
て累積して全体運動区間に対する第１累積心拍数を決定してもよい。
　運動管理部３３０は、各運動区間における第２累積心拍数を合わせて全体運動区間にお
ける第２累積心拍数を決定する。
　運動管理部３３０は、全体運動区間に対して決定された第１累積心拍数及び第２累積心
拍数に基づいて、ユーザにより実行された運動を分析し、分析結果を出力する。
【００４１】
　運動管理部３３０は、予め設定された運動目標データと運動分析結果データとを比較し
、ユーザにより実行された運動の評価情報を含む運動評価データを生成してもよい。
　運動管理部３３０は、運動の分析結果、データ、及び運動評価データをユーザに提供し
てもよい。
　運動評価データは、例えば、ユーザにより実行された総運動量が目標運動量を達成した
か、又は目標運動時間の間に運動が持続的に実行されたか否かに関する評価情報を含む。
　運動目標データは、ユーザが行わなければならない運動の種類、目標運動量、目標心拍
数（又は、運動強度）、及び目標運動時間のうちの１つ以上に関するデータを含んでもよ
い。
　他の実施形態では、運動目標データは、ユーザ入力によって直接設定されてもよい。
　例えば、ユーザは運動しようとする運動タイプ、目標運動時間、又は目標運動量などを
直接設定してもよい。
【００４２】
　運動管理部３３０は、運動の分析結果に基づいてユーザに対して設定された運動目標デ
ータをアップデートしてもよい。
　運動管理部３３０は、運動実行の結果が予め設定された運動目標を達成したか否かを判
断し、ユーザに対して設定された運動目標を調整するか否かを決定する。
　例えば、運動実行の結果が運動目標を達成した場合、運動管理部３３０は、以後にユー
ザによって行われる運動から、運動強度又は運動時間を増加させるように運動目標を上向
き調整してもよい。
　反対に、運動実行の結果が運動目標を達成していない場合、運動管理部３３０は、以後
にユーザによって行われる運動から、運動強度又は運動時間を減らすように運動目標を下
向き調整してもよい。
　運動管理装置３１０は、ユーザの運動区間で検出された心拍数情報を用いてユーザごと
の特性に適切な運動目標を設定し、ユーザにより実行された運動を定量化して評価するこ
とができる。
【００４３】
　図４は、本発明の他の実施形態に係る運動管理装置の細部構成を示すブロック図である
。
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　図４を参照すると、運動管理装置４１０は、心拍数測定部４２０、運動管理部４３０、
ディスプレイ部４４０、及びデータストレージ４５０を含む。
　運動管理部４３０の動作は１つ以上のプロセッサによって行う。運動管理装置４１０は
、データストレージ４５０にデータを格納したり、データストレージ４５０からデータを
検索するよう制御する。
【００４４】
　心拍数測定部４２０は、ユーザが運動する期間、ユーザの体に取付けてユーザの心拍数
信号を測定する。
　心拍数測定部４２０は、ユーザの体から電位信号をセンシングするための心拍測定セン
サ又は筋電図センサなどを用いてユーザの体から心拍数信号を測定する。
　心拍数測定部４２０は、ユーザの体から測定された心拍数情報を運動管理部４３０に送
信する。
【００４５】
　運動管理部４３０は、心拍数情報に基づいてユーザにより実行された運動を分析する。
　運動管理部４３０は、心拍数情報に基づいて心拍数の累積した和を示す累積心拍数を決
定し、決定された累積心拍数に基づいてユーザによって行われる運動特性を分析する。
　累積心拍数は、運動を開始した時点から実際に測定された心拍数に基づいて決定された
第１累積心拍数及び定常状態における心拍数に基づいて決定された第２累積心拍数を含む
。
　運動管理部４３０は、ユーザが運動を開始して心拍数が増加し始まる時点から測定され
る心拍数を継続的に累積して第１累積心拍数を決定する。
　運動管理部４３０は、第１累積心拍数に基づいてユーザにより実行された総運動量を決
定する。
【００４６】
　運動管理部４３０は、定常状態における心拍数に基づいてユーザの運動区間における第
２累積心拍数を決定する。
　運動管理部４３０は、ユーザの心拍数変化又は運動の経過時間が予め設定された条件を
満たす場合、ユーザの心拍数が定常状態に達したと決定する。
　運動管理部４３０は、定常状態区間における平均心拍数と運動の実行時間に基づいて第
２累積心拍数を決定する。
【００４７】
　運動管理部４３０は、第１累積心拍数と第２累積心拍数に基づいてユーザの運動過程で
有酸素性代謝と無酸素性代謝との間の利用比率を決定する。
　運動管理部４３０は、第２累積心拍数と第１累積心拍数との間の差に基づいて、運動が
実行された時間区間で無酸素性代謝が用いられた比率を決定する。
　運動管理部４３０は、ユーザに対して設定された運動目標データに基づいてユーザによ
り実行された運動を分析、評価する。
　運動管理部４３０は、予め設定された運動目標データと運動の分析結果データとを比較
し、ユーザにより実行された運動の評価情報を含む運動評価データを生成する。運動目標
データは、運動形態、目標運動量、運動強度、及び目標運動時間のうちの１つ以上を含ん
でもよい。
【００４８】
　運動管理部４３０は、定常状態における心拍数に基づいた第２累積心拍数と目標累積心
拍数に基づいて運動に対する評価結果を決定する。
　例えば、運動管理部４３０は、定常状態以後の第２累積心拍数と目標累積心拍数との間
の差を算出し、定常状態以後の第２累積心拍数と当該差との間の比率に基づいて運動実行
超過（未達）率を決定する。
　運動管理部４３０は、運動の分析結果に基づいてユーザに対して設定された運動目標デ
ータをアップデートする。
　運動管理部４３０に関する説明は、図３に示す運動管理部３３０に関する説明を参照す
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るものとする。
【００４９】
　ディスプレイ部４４０は、ユーザにより実行された運動の分析結果を表示する。
　また、ディスプレイ部４４０は、ユーザに対して設定された運動目標データ及び運動評
価データを表示する。
　例えば、ディスプレイ部４４０は、ユーザに対する目標心拍数、目標累積心拍数、現在
の測定された心拍数、現在の運動時間まで決定された累積心拍数、運動実行超過率、又は
有酸素性代謝／無酸素性代謝間の利用比率などを表示する。
【００５０】
　図５は、本発明の一実施形態に係る運動管理装置がユーザの心拍数変化に基づいてユー
ザの運動を分析する一例を説明するためのグラフである。
　図５に示すグラフは、ユーザが運動を開始した時点から運動を終了した時点までの約３
０分間のユーザの心拍数変化を示す。
【００５１】
　グラフから分かるように、心拍数は、運動の開始と同時に運動実行に必要な心拍数に直
ちに達することではなく、定常状態に達する前まで若干の遅延時間の間に順次増加する特
性を示す。
　例えば、ランニングマシンの運動機構を用いてユーザが時速８ｋｍの速度で走り始める
場合、心拍数は休息状態における心拍数から順次増加して時速８ｋｍの速度を保持するた
めの適正心拍数に達し、以後の時間区間では大きい変化なしで一定に保持される。
　ユーザが運動を開始した後、特定の時間区間から心拍数の大きい変動なしで一定に保持
される状態を定常状態という。
【００５２】
　運動管理装置は、ユーザの運動過程に表れる心拍数の変化に基づいて、ユーザの運動を
分析、評価するための様々なパラメータを決定する。
　運動管理装置は、決定されたパラメータに基づいてユーザにより実行された運動を分析
、評価する。
　運動管理装置は、分析、評価しようとする項目に応じて必要なパラメータを選択的に決
定してもよい。
　目標心拍数は、ユーザについて所定の心拍数として、運動時定常状態を仮定した心拍数
である。
　例えば、目標心拍数は、運動処方として提示した運動効果を達成するためにユーザが定
常状態で達成しなければならない心拍数を示す。
　安定時の心拍数は、ユーザが運動を開始する前の休息状態における心拍数を示す。
　図５に示す実施形態では、安定時心拍数が６０ｂｐｍであると仮定する。
【００５３】
　目標累積心拍数は、目標心拍数による累積心拍数の要求量を示す。
　目標累積心拍数は、目標心拍数による有酸素性運動量／無酸素性運動量の総合を決定す
るために用いられ得る。
　目標累積心拍数は、例えば、次の数式（１）のように目標心拍数と運動時間の間の積に
より決定される。
　　（数１）
　　　目標累積心拍数＝目標心拍数×運動時間　　・・・数式（１）
【００５４】
　測定心拍数は、ユーザの運動過程で実際に測定された心拍数を示し、心拍数定常は定常
状態における心拍数を示す。
　図５に示す実施形態では、最大５分内にユーザの心拍数が定常状態に達すると仮定する
。
　例えば、運動管理装置は、定常状態区間における平均心拍数を心拍数定常に決定する。
　第１累積心拍数は、ユーザの運動区間で実際に測定された心拍数の累積した総合を示す
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。
　第１累積心拍数に基づいてユーザによって実際に実行された総運動量が決定される。
【００５５】
　第１累積心拍数は、例えば、次の数式（２）のように運動開始時点から運動終了時点ま
での測定心拍数を全て和することで決定される。
【数２】

 
【００５６】
　第２累積心拍数は、定常状態における心拍数に基づいて決定された累積心拍数を示す。
　第２累積心拍数は、定常状態における心拍数による有酸素性運動量／無酸素性運動量の
総合を決定するために用いられる。
　第２累積心拍数は、例えば、次の数式（３）のように心拍数定常と運動時間との間の積
により決定される。
　　（数３）
　　　第２累積心拍数＝心拍数定常×運動時間　　・・・数式（３）
【００５７】
　△心拍数定常は、次の数式（４）のように定常状態区間における測定心拍数である測定
心拍数定常と目標心拍数との間の差を示す。
　　（数４）
　　　△心拍数定常＝測定心拍数定常×目標心拍数　　・・・数式（４）
　△心拍数定常は、ユーザに対して設定された運動目標に比較して実際に実行された運動
量の超過、保持、又は未達有無を評価するための評価指標として用いられる。
【００５８】
　△心拍数和定常は、△心拍数定常の総合として、次の数式（５）のように定常状態が開
始された時点から運動終了時点までの△心拍数定常を和することで決定される。

【数５】

【００５９】
　△心拍数和定常は、ユーザが運動を終了した後、運動目標と比較して定常状態以後の実
際に実行された運動量が目標運動量を超過、保持、又は達していないかの有無を評価する
ための評価指標として用いられる。
　△心拍数和定常は、定常状態区間における測定心拍数を基準とするため、△心拍数和定

常には有酸素性運動に対する部分が反映される。
【００６０】
　心拍数不足は、実際の運動実行過程で無酸素性代謝が実行された運動量に対応する部分
であって、次の数式（６）のように第２累積心拍数と第１累積心拍数との間の差を示す。
　　（数６）
　　　心拍数不足＝第２累積心拍数－第１累積心拍数　・・・数式（６）
【００６１】
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　心拍数不足は、運動実行時に無酸素性代謝の利用程度を決定するために用いてもよい。
　運動管理装置は、第２累積心拍数に対する心拍数不足の比率を運動区間で無酸素性代謝
が用いられた比率に決定してもよい。
　全体の比率で無酸素性代謝が用いられた比率を除外すると、有酸素性代謝が用いられた
比率になる。
【００６２】
　以下では、図５に示すグラフに表れた心拍数情報に基づいて、運動管理装置がユーザの
運動を分析する一例を説明する。
　ここで、設定された目標心拍数が１３４ｂｐｍであるユーザがランニングする場合の運
動管理方法を説明する。
　ユーザに提示された総運動時間は３０分であり、運動開始後の５分が経過した時点で定
常状態に達したと仮定する。運動管理装置は、次のようにユーザによって実行された運動
特性を分析することができる。
　（１）ユーザの目標心拍数：１３４ｂｐｍ
　（２）定常状態以後の目標累積心拍数＝１３４×２５分×６０秒＝２０１，０００ｂｅ
ａｔｓ
　　　目標累積心拍数は、数式（１）により目標心拍数と運動時間との間の積により決定
され、秒単位に算出されてもよい。
　（３）心拍数定常：１３７．４ｂｐｍ
　　　心拍数定常は定常状態における心拍数を示し、実際に実行された運動の運動強度を
反映する。ユーザが運動を開始して５分内に定常状態に達したと仮定すると、運動管理装
置は、５分内の定常状態区間で算出された平均心拍数を心拍数定常に決定する。
　（４）定常状態以後の第２累積心拍数＝１３７．４×２５分×６０秒＝２０６，１００
ｂｅａｔｓ
　　　運動管理装置は、心拍数定常及び数式（３）に基づいて上記の（４）のように定常
状態以後の第２累積心拍数を算出する。
【００６３】
　そして、運動管理装置は、定常状態以後の第２累積心拍数と目標累積心拍数に基づいて
、以下の数式（７）のように△心拍数和定常値を算出する。
　　（数７）
　　△心拍数和定常＝第２累積心拍数－目標累積心拍数＝２０６，１００－２０１，００
０
　　　　　　　　＝５，１００ｂｅａｔｓ　　　・・・数式（７）
【００６４】
　運動管理装置は、数式（７）に基づいて定常状態以後に決定された△心拍数和定常と目
標累積心拍数に基づいて、運動実行超過（未達）率を決定する。
　運行実行超過（未達）率は、実際のユーザの運動によって実行された総運動量が目標運
動量をどの程度超過したか、又は実行された総運動量が目標運動量に比べてどの程度不足
するかを示す。
【００６５】
　運動管理装置は、例えば、以下の数式（８）のように定常状態以後の△心拍数和定常と
定常状態以後の目標累積心拍数間の比率に基づいて運動実行超過率を算出する。
　　（数８）
　運動実行超過率（％）＝△心拍数和定常／目標累積心拍数×１００
　　　　　　　　　　　＝５，１００／２０１，０００×１００
　　　　　　　　　　　＝２．５％　　　・・・数式（８）
【００６６】
　運動実行超過（未達）率は、ユーザに対して設定された運動目標データのアップデート
の可否を判断するための基準として用いる。
　例えば、運動実行超過率が予め設定された目標値よりも高い場合、運動管理装置は、以
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後の運動に適用される運動強度を上向き修正する。
　反対に、運動実行超過率が予め設定された目標値よりも低い場合、運動管理装置は以後
の運動に適用される運動強度を下向き調整する。
【００６７】
　図６は、本発明の一実施形態に係る運動管理装置が、ユーザが様々な運動強度の運動を
行う場合に、心拍数変化に基づいて運動を分析する動作を説明するためのグラフである。
　ユーザが様々な運動強度を有する運動を複合的に行う場合、各運動の運動強度による時
間区間で心拍数は順次増加又は減少して定常状態に達する。
　図６に示したグラフは、それぞれの運動区間６１０、６２０、６３０、６４０の境界で
ユーザによって行われる運動強度が変わることを示す。
　運動強度が変わる時点で心拍数は、新しい定常状態に達するまで増加又は減少する。
【００６８】
　運動管理装置は、全体運動区間を各運動強度に応じて複数の運動区間６１０、６２０、
６３０、６４０に区分し、各運動区間６１０、６２０、６３０、６４０に対する第１累積
心拍数及び第２累積心拍数を決定する。
　運動管理装置は、各運動区間６１０、６２０、６３０、６４０における第１累積心拍数
を合わせて全体の運動区間における第１累積心拍数を決定するか、全体運動区間で測定さ
れた心拍数を続けて累積し、全体の運動区間に対する第１累積心拍数を決定してもよい。
　そして、運動管理装置は、各運動区間６１０、６２０、６３０、６４０における第２累
積心拍数を合わせて全体運動区間における第２累積心拍数を決定する。
　運動管理装置は、全体運動区間に対して決定された第１累積心拍数及び第２累積心拍数
に基づいて、ユーザにより実行された運動特性を分析し、分析結果をユーザに提供するこ
とができる。
【００６９】
　例えば、ユーザが運動時に特定の運動時点で運動強度が変わる場合、運動管理装置は、
当該の運動強度で設定された定常状態以後の目標累積心拍数と定常状態以後の実際に測定
された第１累積心拍数に基づいて、目標運動量に比べて実行された運動量の超過又は未達
程度を決定する。
　運動管理装置は、領域６１５、６２５、６３５に対応する心拍数不足値を互いに和し、
領域６４５に対応する心拍数不足値を引くことによって、全体の運動区間に対する心拍数

不足値を算出する。
　領域６４５は、運動強度が以前の運動区間６３０で実行された運動強度よりも低くなる
ことに対応して回復領域として、領域６４５に対応する心拍数不足値は全体運動区間に対
する心拍数不足値から除外される。
【００７０】
　図７Ａ及び図７Ｂは、本発明の一実施形態に係る運動管理装置によって決定された運動
の分析、評価結果を表示する一例を示す図である。
　運動管理装置は、運動コンテンツを用いてユーザの運動活動を管理し、ユーザは運動コ
ンテンツによって運動を効率的に行うことができる。
【００７１】
　例えば、ユーザは、運動を開始する前に、図７Ａに示すように自身に設定された運動目
標が提供される。
　そこで運動目標としてユーザは、目標運動量、目標運動時間、及び目標運動強度などの
提供を受ける。
　運動強度は、ユーザの選択により運動時間の間に継続的に固定したり可変してもよい。
　ユーザが運動を開始すると、運動管理装置は、ユーザの体から測定される心拍数の変化
に基づいてユーザによって行われる運動を分析し、分析結果をリアルタイムに表示する。
【００７２】
　例えば、運動管理装置は、図７Ｂに示すようにユーザが運動を行う現在時点までの心拍
数情報に基づいて、決定された現在の累積心拍数、現在の時点までの運動実行超過（未満
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）率、及び無酸素性代謝／有酸素性代謝比率を表示してもよい。
　また、運動管理装置は、ユーザに対して設定された目標心拍数及び目標累積心拍数と共
に現在の測定される心拍数も表示してもよい。
　ユーザは、表示される情報に基づいて自身の運動状態の変化を確認することができる。
【００７３】
　図８は、本発明の一実施形態に係る運動管理方法を説明するためのフローチャートであ
る。
　ステップＳ８１０において、運動管理装置はユーザの心拍数を測定する。
　運動管理装置はユーザの体から電位信号をセンシングするための心拍測定センサ又は筋
電図センサなどを用いてユーザの体から心拍数信号を測定する。
【００７４】
　ステップＳ８２０において、運動管理装置は、ユーザの心拍数情報に基づいて心拍数の
累積した和を示す累積心拍数を決定する。
　運動管理装置は、運動を開始した時点から実際に測定された心拍数に基づいて第１累積
心拍数を決定する。
　例えば、運動管理装置は、数式（２）のように運動開始時点から運動終了時点までの心
拍数を継続的に累積して第１累積心拍数を決定する。
　また、運動管理装置は、定常状態における心拍数に基づいて第２累積心拍数を決定する
。
　例えば、運動管理装置は、数式（３）のように定常状態区間における平均心拍数と運動
実行時間に基づいて第２累積心拍数を決定する。
【００７５】
　ステップＳ８３０において、運動管理装置はステップＳ８２０で決定された累積心拍数
に基づいてユーザにより実行された運動を分析する。
　運動管理装置は、累積心拍数に基づいて決定された運動の実行結果が予め設定された運
動目標を達成したか否かを判断する。
　例えば、運動目標は、運動時間、運動強度、及び運動量の内の１つ以上を含み得る。
【００７６】
　運動管理装置は、第１累積心拍数と第２累積心拍数に基づいてユーザの運動過程で有酸
素性代謝と無酸素性代謝との間の利用比率を決定する。
　運動管理装置は、第２累積心拍数と第１累積心拍数との間の差に基づいて、運動が実行
された時間区間で無酸素性代謝が用いられた比率を決定してもよい。
　運動管理装置は、第１累積心拍数に基づいてユーザにより実行された総運動量を決定し
てもよい。
　また、運動管理装置は、定常状態以後の第２累積心拍数と目標累積心拍数に基づいて、
運動実行超過（未達）率のような運動の評価結果を決定してもよい。
　例えば、運動管理装置は、定常状態以後の第２累積心拍数と目標累積心拍数との間の差
に基づいて運動実行超過（未達）率を決定してもよい。
【００７７】
　ステップＳ８４０において、運動管理装置は、ステップＳ８３０の分析結果をユーザに
提供する。
　運動管理装置は、現在の運動時点までの第１累積心拍数、運動実行超過（未達）率、及
び有酸素性代謝／無酸素性代謝間の利用比率などを表示する。
　運動管理装置はユーザの運動が終了した後、運動に対する全体的な分析結果をユーザに
提供し、ユーザに対し設定された運動目標データをアップデートする。
【００７８】
　例えば、運動管理装置は、運動の実行結果が運動目標を達成したか否かに応じて、ユー
ザが以後に行う運動に関する運動目標を上向きに調整したり、下向き調整してもよい。
　上述したように、運動管理装置は、心拍数情報に基づいてユーザの運動を分析すること
ができ、現在のユーザ状況に適切な最適の運動目標又は運動プログラムをユーザに提供す
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ることができる。
【００７９】
　以上で説明した実施形態は、ハードウェア構成要素、ソフトウェア構成要素、及び／又
はハードウェア構成要素及びソフトウェア構成要素の組み合わせで実現し得る。
　例えば、プロセッサ、コントローラ、ＡＬＵ（ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ　ｌｏｇｉｃ　ｕ
ｎｉｔ）、デジタル信号プロセッサ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏ
ｒ）、マイクロコンピュータ、ＦＰＡ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ａｒｒ
ａｙ）、ＰＬＵ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｕｎｉｔ）、マイクロプロセ
ッサー、又は命令（ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ）を実行して応答できる異なる装置のように
、１つ以上の汎用コンピュータまたは特殊目的のコンピュータを用いて実現されてもよい
。
【００８０】
　処理装置は、オペレーティングシステム（ＯＳ）及びオペレーティングシステム上で行
われる１つ以上のソフトウェアアプリケーションを行い得る。
　また、処理装置は、ソフトウェアの実行に応答してデータをアクセス、格納、操作、処
理、及び生成することができる。
　理解の便宜のために、処理装置は１つで使用されるものと説明される場合もあるが、当
該の技術分野で通常の知識を有する者は、処理装置が複数の処理要素（ｐｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇ　ｅｌｅｍｅｎｔ）及び／又は複数類型の処理要素を含んでいることが分かる。
　例えば、処理装置は、複数のプロセッサ又は１つのプロセッサ及び１つのコントローラ
を含んでもよい。また、並列プロセッサ（ｐａｒａｌｌｅｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）のよ
うな、他の処理構成も可能である。
【００８１】
　ソフトウェアは、コンピュータプログラム、コード、命令、又はこのうちの１つ以上の
組み合わせを含んでもよく、所望の通りに動作するよう処理装置を構成したり独立的又は
結合的に処理装置を命令してもよい。
　ソフトウェア及び／又はデータは、処理装置によって解釈されたり処理装置に命令又は
データを提供するためどのような類型の機械、構成要素、物理的装置、仮想装置、コンピ
ュータ格納媒体又は装置、送信される信号波に永久的又は一時的に具体化できる。
　ソフトウェアは、ネットワークに接続されたコンピュータシステム上に分散し、分散さ
れた方法で格納されたり実行されてもよい。ソフトウェア及びデータは１つ以上のコンピ
ュータで読取可能記録媒体に格納され得る。
【００８２】
　本発明の実施形態に係る運動管理方法は、多様なコンピュータ手段を介して様々な処理
を実行することができるプログラム命令の形態で実現され、コンピュータで読取可能記録
媒体に記録され得る。
　コンピュータ読取可能記録媒体は、プログラム命令、データファイル、データ構造など
の内の１つ又はその組み合わせを含んでもよい。
　記録媒体に記録されるプログラム命令は、本発明の目的のために特別に設計されて構成
されたものでもよく、コンピュータソフトウェア分野の技術を有する当業者にとって公知
のものであり、使用可能なものであってもよい。
【００８３】
　コンピュータ読取可能記録媒体の例としては、ハードディスク、フロッピー（登録商標
）ディスク及び磁気テープのような磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤのような光記録媒体
、光ディスクのような光磁気媒体、及びＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリなどのような
プログラム命令を保存して実行するように特別に構成されたハードウェア装置が含まれて
もよい。
　プログラム命令の例には、コンパイラによって作られるような機械語コードだけでなく
、インタープリタなどを用いてコンピュータによって実行できる高級言語コードが含まれ
る。前記したハードウェア装置は、本発明の動作を行うために１つ以上のソフトウェアモ
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ジュールとして動作するように構成されてもよく、その逆も同様である。
【００８４】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【００８５】
　１１０　　ウェラブルデバイス
　１２０　　ユーザ
　１３０　　端末装置
　２１０　　心拍数センシング装置
　２２０、３１０、４１０　　運動管理装置
　２３０　　サーバ
　３２０　　インタフェース部
　３３０、４３０　　運動管理部
　４２０　　心拍数測定部
　４４０　　ディスプレイ部
　４５０　　データストレージ
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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